
（毎月m日発行）

　　人口の動き

一3月1日現在一

男4，977（＋2
女5，064（一1
計10，041（＋1
世帯数2，354（±o

　　（）前月比較
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一3月の休日救急医一

14日千手診療
21日水沢診療
22日至誠堂医
28日池田医
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保
育
園
、
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え
の

皆
さ
ん
、
毎
日
ご
苫
労
さ
ま
で
す
。

　
“
子
供
や
孫
の
た
め
”
と
い
っ
て
も
、

一
年
中
で
す
か
ら
、
雨
の
日
、
風
の
日
、

そ
し
て
吹
雪
の
日
も
あ
り
ま
す
．

　
ま
た
、
ダ
ダ
を
こ
ね
ら
れ
る
と
き
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
．

　
朝
は
九
時
ま
で
に
園
に
送
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
迎
え
も
そ
れ
ぞ
れ

時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
て
〔
保
育
園
は

四
時
（
冬
は
一
二
時
半
）
、
土
曜
日
は
十

一
時
半
〕
な
か
な
か
た
い
へ
ん
な
仕
事

で
す
．

　
子
供
は
、
動
作
が
機
敏
で
す
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
で
も
目
を
離
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
．
交
通
事
故
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

（
写
真
は
橘
出
張
所
の
前
に
て
2
／
2
7
）



広報かわにし／昭和57年3月10日発行””1”1”””1”1”1”1”1”1”””1””1””””川1111111”1”1””””””””ll”1””””””””lll””1”””””1”lll”II”””””””ll“1“””ll【2】1

睦！？：・も・

隷
　らoo■届J
l蝦ゴ：ら＝い

窓潔控
。ξ黄ら∈：

厩：‘＝耽1

・冨＝●0婚
くイゴ9・∵o●・・

卜：9：3：乙’：り

16。
　9噂●

；1

。．

・
．
．
．
，
；
9
・

●
●

，
．
，
一
．
●
．
一

♪・’郭り9：■．・
・二・：・D；軌・・■

鐸避∫二：

蛆il

．9・…．．・融

厩㌧∵歪、6

6
　
●
．
．
　
．
D
．

麟
躍
懸

撫
難
灘
灘

臨調第、2次答申
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　川西町臨時行財政調査会では、第1次

答申の際未答申となっていた諮問事項中・

行政機構および事務処理の改善などにつ

いて、第2次答申としてまとめ、先月20

日、町長に答申書を手渡しました。

　答申の内容を要約して述べてみます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　，　　　　　　　　　層　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　　〇　　　　　　甲　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　願　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　騨　　　一　　　犀　　甲　　一　　り　一　一　一
甲一〇

答申書手交後しばし歓談（町長室で）

川
西
町
役
場
は

　
　
　
　
　
八
課
（
室
）

制
が
適
当

町
行
政
機
構
の
合
理
化

ω
行
政
機
構
の
簡
素
合
理
化

　
町
の
機
構
を
大
幅
に
簡
素
合
理
化
す

る
こ
と
が
、
住
民
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
ゆ
き
、
行
政
に
対
す
る
信
頼
を

回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
単
年
度
で
大
幅
な
改
革
を

す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
た
め
、

目
標
達
成
年
次
を
昭
和
六
十
年
と
し
、

町
長
部
局
の
課
（
室
）
の
数
を
、
町
の

独
自
性
も
加
味
し
、
現
段
階
で
は
八
課

（室

）
制
が
適
当
で
あ
る
。

※
具
体
例
と
し
て
は
別
表
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
は
九
課
（
室
）
制
で
す
。

の
課
、
係
の
再
編
と
職
員
の
配
置

　
課
、
係
の
再
編
に
伴
い
、
事
務
量
の

均
等
化
を
配
慮
し
、
事
務
分
掌
の
変
更

を
行
う
。
職
員
の
配
置
は
、
事
務
に
繁

閑
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
適
材
適

所
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

※
職
員
定
数
は
現
在
百
九
十
二
人
で
す

が
、
答
申
書
で
は
百
七
十
九
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。

⑬
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

　
開
所
当
初
は
出
生
数
の
約
六
〇
パ
ー

セ
ン
ト
が
こ
こ
を
利
用
し
て
い
た
が
、

昨年は

三
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る
。
長
年
に
わ
た
り
、
少
な
い
経
費
で

安
心
し
て
出
産
で
き
る
施
設
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ
て
き
た
。

　
現
在
は
、
母
子
の
健
康
管
理
指
導
施

設
と
し
て
の
利
用
も
図
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
面
は
現
状
を
維
持
継

続
す
る
。事
務
の
合
理
化

qD
事
務
分
掌
の
合
理
化
と
改
善

　
行
政
事
務
の
処
理
方
法
は
、
常
に
最

も
合
理
的
、
能
率
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
職
員
数
の
削
減
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

各
課
、
係
の
事
務
分
担
を
明
確
に
し
た

り
、
決
裁
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
な
ど
、

事
務
の
簡
素
合
理
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

②
事
務
分
掌
の
一
元
化

※
こ
れ
も
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

㈹
伝
西
天
本
計
制
の
導
入

　
会
計
事
務
処
理
方
法
を
現
在
の
証
ひ

ょ
う
制
か
ら
伝
票
制
に
す
る
。

一
部
事
務
組
合
の
あ
り
方

　
広
域
的
に
行
政
処
理
を
進
め
る
こ
と

が
よ
り
効
率
的
な
部
門
も
数
あ
る
の
で
、

一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
大
い
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
機
構
の
簡
素
合
理
化
、
運
営
の
円
滑

化
な
ど
に
つ
い
て
の
要
請
を
す
る
場
合

も
あ
る
。

※
一
部
事
務
組
合
に
は
、
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
（
消
防
な
ど
）
や
衛
生

施
設
組
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

男
子
雇
用
を

　
　
中
心
と
す
る
企
業
誘
致

　
現
在
の
誘
致
企
業
は
、
女
子
労
働
力

を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
新
規
学
卒
男

子
の
雇
用
力
に
は
乏
し
い
。
若
者
が
安

定
し
て
働
け
る
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

町
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
「
企
業
誘
致
推
進
委

員
会
（
仮
称
）
」
を
組
織
し
、
官
民
一

体
と
な
っ
て
誘
致
運
動
を
強
力
に
行
う
。

水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
事
業
の
進
め
方

　
川
西
町
の
農
政
は
米
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
米
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
水
田

利
用
の
方
法
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
す
で
に
加
工
用
夏
野
菜
な
ど
一
部
定

着
の
方
向
に
あ
る
作
目
も
あ
る
が
、
さ

ら
に
幅
広
い
角
度
か
ら
の
作
目
選
定
と

団
地
化
、
有
利
な
販
売
な
ど
の
た
め
、

町
・
農
協
・
農
家
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
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使
用
料
な
ど
の
適
正
化

qD
使
用
料
の
あ
り
方

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経
費
は
、

原
則
と
し
て
税
等
の
一
般
財
源
に
よ
っ

て
賄
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
定
の

住
民
が
特
に
厚
く
利
益
を
受
け
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
一
部
ま
た
は
全
部
を

「
使
用
料
」
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
が
よ

り
公
平
で
あ
る
。

③
現
状
と
問
題
点

役場機構事務配分の一例
別表

　
現
状
で
は
必
ず
し
も
適
切
な
受
益
者

負
担
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
財
源
に

依
存
し
て
い
る
。

　
今
後
、
管
理
経
費
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
。

⑥
使
用
料
の
定
め
方

　
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
　
「
原
価
算
定

方
式
」
を
基
本
と
し
、
使
用
の
目
的
、

性
格
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
応
分

の
負
担
を
受
益
者
か
ら
求
め
る
。

※
昭
和
五
十
五
年
度
の
公
共
施
設
等
収

支
状
況
の
一
部
で
す
が
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
名

収
入

支
　
出

差
　
　
　
引

（
一
般
財
源
）

月
見
荘

宍
六
千
円

一
、
八
〇
二
千
円

△
一
、
杢
六
千
円

総
合
セ

ン
タ
ー

杢
二
千
円

八
、
七
三
六
千
円

△
八
、
二
四
千
円

総
　
合

体
育
館

聖
八
千
円

西
、
七
九
六
千
円

△
西
、
三
六
八
千
円

今
後
の
方
針

先
に
行
っ
た
第
一
次
答
申
に
つ
い
て

は
、
町
内
外
の
大
き
な
反
響
の
も
と
に
、

す
で
に
一
部
実
施
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
大
半
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
予
算

編
成
の
中
で
生
か
さ
れ
、
町
議
会
で
審

議
の
う
え
実
現
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。

　
川
西
町
の
行
財
政
改
革
は
、
　
「
行
政

を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
経
常
的
経
費

の
削
減
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た

も
の
を
積
極
的
に
新
た
な
建
設
的
経
費
、

ま
た
は
財
政
再
建
に
向
け
て
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
こ
と
に
あ

る
。

五
＋
七
年
で
は
、
①
水
道
妻
計

の
改
善
、
②
法
令
外
負
担
の
軽
減
、
③

保
育
所
運
営
の
改
善
、
④
診
療
所
の
将

来
展
望
、
⑤
そ
の
他
町
長
が
特
に
諮
問

す
る
こ
と
、
に
つ
い
て
一
歩
深
め
た
検

討
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
町
民
生
活
に

直
結
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

課 係 主　　な　　事　　務　　内　　容

町　長 助　役

総　務　課

庶　務　係 秘書　入事　給与　公告　儀式褒賞　事務合理化　庁内
物品購入　庁舎管理　選挙管理委員会事務

文書広報係 広報　文書の収受発送　タイプ印刷　電話交換　書庫

防災交通係 鵬（亟）交通安全対策　庁用車の管理　消防

企画財政課

企　画　係
総合企画　土地開発公社　辺地過疎対策　広域事務組合

唖亟璽）璽唾動
財　政　係 予算　財政計画　町債　地方交付税　決算統計（璽

管　財　係 普通財産　町営住宅建物保険　土地開発基金（登垂D

税　務　課
住民税係

町（県）民税　軽自動車税　電気税　たばこ消費税　賦課
徴収　滞納処分

資産税係 固定資産税　木材引取税　固定資産評価麗

産　業　課

農　政　係
地域農政　農業構造改善　土地基盤（露（璽
水田利用再編（蚕産丞産）

林　政　係 林業振興　治山　保安林　造林　林務災害

農業共済係
農作物共済　家畜共済　建物共済　農機具共済　病害虫

防除魎）特別会計予算

商工観光係 商工業振興　観光　地域休養施護、（璽

農　委　係
農　　　会事務　農用地移動　農業者年金　出稼対策
用地利用増進　農用地流動化

住　民　課

住　民　係
戸籍　住民基本台帳　印鑑登録　配給　人権よう護　交
通共済（唾）国保資格取　　窓口応接

福　祉　係
生活保護　児童福祉　老人福祉　母子福祉　心身障害
戦没者　日赤（蛭児童扶養手当

建　設　課

道路橋梁係 道路橋梁用地買収麺画

維持建築係 道路除雪　建築規準　占用　建築監督　道路橋梁台帳

災害河川係 土木災害　農地災害　地すべり　河川

水　道　係 企業水道　簡易水道　フラッシュ施設　特別会計予算

農村総合
整　備　係 総合整備計画　実施計画整備事業の実施下水道管理

保健衛生課

衛　生　係
予防接種　成人病予防　母子衛生　食品衛生（璽
伝染病予防　献血衛生施設組合

保　健　係 精神衛生　保健婦業務

国　保　係 国民健康保険　保険料　保険給付　特別会計予算

千手診療所 医　務　係 受付　診療報酬　医療看護　特別会計予算

歯科診療所 医　務　係 受付　診療報酬　医療看護　特別会計予算

収入役 出　納　室 出　納　係 出納事務　決算　財政事情　現金出納　備品台帳

議　会 議　　　会 議会事務　監査委員会事務

教育
委員会
教育長 教育委員会

学校教育係 羅教艦事小中学校の管理運営学校給食

社会教育係 社会教育文化財公民館趣

体　育　係 社会体育　総合体育館　屋外体育施設

町　　　史
編さん係

町史編さん唾錘㊥

（⊂⊃囲みは、事務の一元化、分掌の変更または新しく加えたもの　）



広報かわにし／昭和57年3月1日日発行”II””1”1””””1”llll”1”1””1”ll””””1””1”””llll”1”””1”1””II”1”””1”1”1”ll”1”1”””””1”ll””””””””II麟II”III”1”【4】

新年度予算案は

r拡大均衡型」
一般会計26億9，700万円

　
新
年
度
の
各
会
計
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
三

月
五
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
第
二
回
町
議
会
定

例
会
に
提
案
さ
れ
、
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
採
決
は
、
二
十
三
、
四
の
両
日
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　
一
般
会
計
予
算
案
は
、
二
十
六
億
九
千
七
百

万
円
で
前
年
度
当
初
よ
り
一
〇
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
増
え
て
い
ま
す
。
　
「
拡
大
均
衡
型
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
こ
の
予
算
案
は
、
中
身
を
見
ま
す
と

切
り
詰
め
ら
れ
る
だ
け
切
り
詰
め
た
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
五
十
七
年
度
事
業
の
目
玉
と
な
る
の
は
、
川

西
中
学
校
の
木
造
校
舎
改
築
と
、
地
域
休
養
施

設
の
建
設
に
着
手
（
松
葉
沢
溜
池
付
近
に
五
十

八
年
度
完
成
の
予
定
）
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

57年度各会計予算案
　　　　　　　（単位：千円）

区　　　分 57年度予算 56年度当初 比較％

一　般　会　計 2，697，000 2，440．・000 110．5

特
　
別
　
会
　
計

農業共済 91，465 87，761 104．2

簡易水道 53，300 48，410 110．1

国民健康保険 479，825 424，273 113．1

国保診療所 78，461 78，560 99．9

仙田へき診 20，347 21，773 93．5

歯科診療所 58，610 61，046 96．0

計 782，008 721，823 108．3

合　　　　　計 3，479，008 3，161，823 110．0

　　　　57年度の主な事業（案）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：干円）

【総務費】　　　　i【＋木費】
▲冬期孤立集落機能維持施設（管　1▲国県道工事負担金22・381▲道

理棟）13，。。。▲湿地ブルドーザi路維持費18・9・6▲道路新設改良

（7t級）8，865▲県知事選挙i費104・683▲特四工事費および

費2，952　　　　　　　　　　　　1消雪施設工事費40・734▲道路除

　　　　　　　　　　　　　　1雪費47，265▲河川改修費5，000
　　　　　　　　　　　　　　ヒ【民生費l　　　　　　　　　l　、
　　　　　、　　　　　　　　　　1　【消防費】
▲社会福祉協議会補助金3500　　・　　　、
▲あかね会補助金5，29。謳民i▲広域消防負担金92・522

　　　　　　　　　　　　　　　年金印紙購買基金繰出金9，000　　：　【教育費】

▲老人医療費扶助70，260▲児童　1▲住宅購入費18，650▲仙田小学
　　　　　　　　　　　　　　ヨ
措置費扶助18，696　　　　　　　　1校高圧受電設備工事費2，500　▲

　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　：国庫補助教材4，308　▲中学校建
【離費1　　　　：設費332，445▲坪山城跡発堀
▲衛生卑設組合負担金44・607▲　i費8，433

水道会計繰出金18，000▲各種検　　1

診委託料6，474　　　　　　　　　1　【災害復旧費】

　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　1▲農林水産施設災害復旧費34，768
【農林水産業費】　　　　　　　　1▲公共土木施設災害復旧費22，407

　　　　　　　　　　　　　　ヨ▲農道維持管理委託料4，500　▲　1
十日町家畜指導診療所運営協議会　1　【公債費】

負担金2，677▲水田利用再編対i▲償還元金180・652▲同・利子

策費9，229▲新農構関係費88，0161164・844

　　　　　　　　　　　　　　ニ▲農村総合整備モデル事業127・535！　【諸支出金】

▲林道開設費28，610▲造林事業　1▲中子用地および国鉄用地購入費

費65，489▲製縄製炭事業費3，7191　55，731

◇特別職給料・手当等（506人）

，70，631

◇一般職給料・手当等（185人）

611，000

【商工費】

▲商工業振興費18，322▲観光費

5，593

幽
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

き

坪
山
部
落
・
中
村
健
一
、
押
木
素
介

（
元
町
）
、
星
名
善
雄
（
伊
友
）
、

宮
俊
雄
（
発
電
所
通
り
）
、
渡
貫
信

治
（
新
町
新
田
）

囹
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

・
越
後
国
魚
沼
郡
坪
山
村
明
細
村
鑑

帳
（
一
七
四
二
）
・
取
替
証
文
之
事

－
入
会
の
柴
山
出
入
多
き
た
め
、
三

ケ
村
に
て
取
極
め
ー
（
一
七
二
一
）

・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
紺
屋
に

て
渡
世
い
た
し
た
き
願
い
ー
（
一
七

八
一
）
・
五
人
組
取
極
一
札
之
事
－

博
亦
大
、
盗
物
な
ど
御
法
度
の
こ
と
ー

（
一
八
三
七
）
・
参
宮
道
中
記
（
一

八
九
〇
）

　
　
以
上
総
数
三
九
二
件

　
　
　
　
　
　
（
二
月
末
日
）

い
か
が
で
し
た
か

　
　
古
文
書
の
解
読

　
昨
年
の
十
二
月
号
で
、
古
文
書
の

解
読
を
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
お
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
小
数
の
方
々
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
解
読
や
ら
古
文
書
に
ま

つ
わ
る
照
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
　
“
写
真
が
小
さ
く
て
読
め
な

い
”
と
か
、
　
“
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
』

す
ぎ
る
”
と
い
っ
た
苦
情
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
事
務
局
と
し
て
も
、
写
真
掲
載
上

の
不
手
際
や
、
内
容
選
出
に
あ
た
っ

て
、
い
ま
ひ
と
つ
配
慮
に
欠
け
て
い

た
こ
と
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
果
的
に
は
、
全
文
を
通
し
て
正

し
い
解
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
何
人
の
人

た
ち
で
あ
っ
た
に
し
ろ
、
読
み
方
の

照
会
や
ら
苦
情
を
呈
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
に
町
史
に
対
す
る
関
心

が
伺
え
、
古
文
書
に
寄
せ
る
興
昧
の

ほ
ど
が
し
の
ば
れ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
こ
に
、
そ
の
時
の
文
書
を
筆
写

し
て
み
ま
し
た
の
で
、
も
し
、
解
読

さ
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
比
較
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
そ
れ
な
が
ら
か
き
つ
け
を
も
っ
て
ね
が
い
あ
げ
た
て
ま
つ
り
そ
う
ろ
う

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
騰
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「
酷
　
第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
二
十
四
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
千
手
浄
水
場
拡
張
工
事
の
契
約

変
更
と
各
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　層　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　響　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　響　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　一　　　　響　　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　ロ　　ー　一　一　一
，o一

・
　
l
I
o
o
●
　
．
1
　
．
o
　
o
8
1
℃
9
　
巳
・
1
　
唇
o
，
I
I
　
o
9
，
巴
9
1
1
0
0
0
　
9
0
1
1
　
0
1
　
1
1
1
　
・
1
●
　
麟
o
l
　
曇
　
I
　
I
　
1
　
9
　
謄
　
1
　
1
　
0
　
9
1
　
・
o
　
o
　
1
　
9
　
1
9
　
1
　
1
0
　
層
　
o
　
o
I
　
o
　
g
　
l
o
9
　
．
　
し

千
手
浄
水
場
が

　
　
　
　
大
き
く
な

▽
千
手
浄
水
場
拡
張
工
事
請
負
契
約
の

　
変
更

　
契
約
の
金
額
を
二
億
三
百
八
十
万
円

か
ら
二
億
二
百
八
十
八
万
二
千
円
に
変

更
し
ま
し
た
。
九
十
一
万
八
千
円
が
減

、
彗
§
揖
多
き
韮
㎜
種
悪
謹
鵬
聾
鵬

欝
麗
灘

鼓

難

　　　　羅

辮

灘撒

り
ま
し
た

額
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
北
栄
建
設
の
長
岡
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

業
所
が
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
竣
功
期

限
は
三
月
十
一
日
で
す
が
、
も
う
り
っ

ぱ
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

〔
写
真
上
〕
計
装
盤
も
新
し

く
な
り
ま
し
た
。
〔
写
真
横
〕

圧
力
式
ろ
過
機
を
二
基
設
置

し
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま

で
一
日
当
た
り
六
〇
四
ト
ン

の
ろ
過
能
力
が
、
一
、
七
〇
〇

ト
ン
を
加
え
て
一
挙
に
二
、
三

〇
四
ト
ン
に
な
り
ま
し
た
。

▽
五
十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
牌
弔
山
ハ
ロ
万
）

　
今
ま
で
の
予
算
に
三
百
九
十
二
万
一

千
円
を
加
え
て
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
十
六
億
九
千
五
百
二
十
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
町
債
が
二
百
八
十
万
円

増
え
た
の
が
目
立
ち
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
衛
生
費
か
ら
の

水
道
事
業
会
計
と
簡
易
水
道
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
が
合
わ
せ
て
八
百
万
円
減

っ
た
の
に
対
し
、
旧
診
療
所
建
物
解
体

工
事
に
二
百
五
十
万
円
、
あ
か
ね
会
補

助
金
が
四
百
二
十
七
万
七
千
円
、
野
口

大
原
線
消
雪
パ
イ
プ
工
事
に
三
百
三
十

万
円
の
増
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

積雪の比較
　　　　午前9時現在（単位：㎝）

月日
57年 56年 55年

分遣所 川西ダム 分遣所 川西ダム 分遣所
2・10 155 190 380 415 215
2・15 155 196 320 353 235
2・20 115 150 315 336 265
2・25 96 126 340 355 247
2・28 105 140 380 415 216
3・5 98 137 342 373 175

随一
飢
人
千
五
百
人
　
　
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ケ
村

内
男
糞
拾
五
人
華
以
ド
撃
以
上

　
女
八
百
七
拾
五
人
内
百
九
拾
人
六
拾
オ
以
上
拾
五
才
以
下
男
入

外
四
千
七
百
五
拾
九
人

　
　
是
ハ
本
村
枝
郷
共
雪
中
夫
食
有
之
分
井
二
三
才
以
ド
共

右
は
私
共
村
々
去
夘
年
大
悪
作
に
付
、

ふ
　
じ
き
　
　
　
　
　
ね
が
い
あ
け
た
て
ま
つ
り
そ
つ
ろ
う
と
ニ
ろ

夫
食
御
拝
借
奉
願
上
候
処
、
夫
食
御

う
か
が
い
あ
い
た
ち
が
た
き
お
お
せ
わ
た
さ
れ
　
　
　
　
ぜ
ひ
な
く

伺
難
相
立
旨
被
仰
渡
候
、
無
是
悲
差

　
　
ま
か
り
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
つ
ま

加
へ
罷
在
候
所
、
此
節
必
至
と
指
詰

　
　
　
　
こ
れ
あ
り

り
少
々
茂
有
之
衣
類
農
具
等
は
勿
論
、

　
　
　
　
　
の
こ
ら
ず

鍋
釜
に
至
迄
不
残
手
梯
候
得
共
、
過

　
　
　
　
あ
い
た
た
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
せ

半
は
足
腰
ふ
相
立
青
腫
に
相
成
臥
り

罷
在
候
、
最
早
村
方
助
合
の
手
段
も

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ず
　
ざ
　
な
く

尽
、
見
殺
に
仕
候
外
無
御
座
、
壮
者

共
物
貰
に
罷
出
何
国
に
て
か
行
倒
候

　
ゆ
く
え
　
　
あ
い
し
れ
ず

や
行
衛
ふ
相
知
れ
空
家
数
多
出
来
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

候
間
、
御
慈
悲
を
以
早
速
御
見
分
被

く
だ
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

成
下
、
急
々
御
救
の
金
子
御
拝
借
被

せ
つ
け
ら
れ
く
だ
し
お
か
れ
た
く

仰
付
被
下
置
度
、
則
別
紙
小
前
帳
相

添
偏
に
奉
願
上
候
　
以
上

　
　
　
　
　
　
　
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

　
前
に
も
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
き
み
し

れ
は
天
明
三
年
の
大
飢
饅
を
発
端
と

し
て
、
同
四
年
に
御
役
所
に
あ
て
た

嘆
願
書
と
推
定
で
き
ま
す
。

　
飢
饅
の
と
き
の
苦
し
さ
を
、
他
の

文
書
で
は
、
　
「
大
凶
作
ゆ
え
山
野
に

あ
る
雑
草
ま
で
食
い
尽
く
し
、
万
策

尽
き
て
…
…
」
と
し
て
、
御
役
所
へ

夫
食
米
を
願
い
出
た
の
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
御
役
所
へ

の
お
願
い
は
、
最
後
の
手
段
で
、
そ

の
悲
惨
な
姿
は
、
全
く
想
像
に
絶
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最
近
、

「
お
ら
家
へ
こ
ん
な
古
文
書
が
あ
っ

た
が
読
ん
で
み
て
く
ん
ね
エ
か
の
」

と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
歴
史

づ
い
て
く
れ
て
い
る
現
わ
れ
と
し
て

大
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
編
さ
ん
室
で
も
読
め

な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
意
に
そ
う
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
何
か

あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
ど
う
ぞ
。

　
、
，
。
，
【
お
わ
び
】
。
…
：
－
。
，
…
…

　
本
紙
一
月
号
の
文
章
中
、
次
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
②
永
平
寺
貫
主
や
曹
洞
宗
貫
長
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
」
を
「
②
永
平
寺
貫
首
や
曹
洞
宗

　

管
長
…
…
」
に
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
だ
け
で
は
説
明

不
足
で
し
た
の
で
、
②
全
体
は
次
の

よ
う
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

「
永
平
寺
貫
首
や
曹
洞
宗
管
長
を
は

じ
め
、
曹
洞
宗
の
寺
院
住
職
は
、
得

度
の
と
き
に
本
師
よ
り
法
諦
（
本
名
）

を
、
一
定
の
地
位
に
昇
る
と
本
師
ま

た
は
他
の
先
輩
諸
師
か
ら
道
号
を
受

け
、
生
前
に
法
諦
、
道
号
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
俗
人
の
戒
名
に

あ
た
る
も
の
を
生
前
に
受
け
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃
　　　　　　　　　　　　　　　　　議　　　　　　　　　　　　　叢

　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　乍

　　　　　　　　轟　　　　　　譲

　　　　の町

　　　ろ
し

麟

慧

麟
㎜
．

転　作騨

　
米
が
余
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

行
わ
れ
て
い
る
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、

た
だ
水
稲
の
作
付
け
を
休
む
だ
け
で
な

く
、
国
内
生
産
が
不
足
し
て
い
る
大
豆
、

麦
な
ど
の
作
物
を
主
体
に
転
作
を
行
い
、

食
糧
自
給
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
基

本
に
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
は
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、

加
工
用
野
菜
を
転
作
の
重
点
作
物
に
し

て
い
ま
す
が
、
加
工
用
野
菜
の
し
ろ
う

り
、
な
す
に
つ
い
て
は
、
町
の
振
興
作

物
と
し
て
栽
培
面
積
の
拡
大
の
た
め
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
部
落
ぐ
る
み
の
転
作
」
を

　
川
西
町
の
昭
和
五
十
七
年
度
転
作
目

標
面
積
は
、
百
二
十
一
．
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
部
落
別
の
目
標
面
積
の
配

分
を
嘱
託
員
な
ど
を
通
じ
て
こ
の
た
び

行
い
ま
し
た
。

　
「
部
落
ぐ
る
み
の
集
団
転
作
と
定
着

化
」
を
推
進
し
、
地
域
農
業
の
再
編
成

と
生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
計
画
転
作

地
区
の
拡
大
と
連
担
団
地
化
を
進
め
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
加
算
金
を
受
け
る
に
は

▽
計
画
加
算
金

・
部
落
全
体
の
転
作
計
画
を
作
り
、
こ

転作奨励補助金の内訳
　　　　　　　（単位10a当たり：円）

種類 作物名 基本額
加　　算　　額

計画加算 団地化加　　算
地域振興
作物加算

特定作物

永年性作物

大豆、そば、

麦、飼料作物、

果樹
（ぶどう除く）

49，000 6，500 10，000 一

一般作物

たばこ、加工

用青刈稲、
大豆以外の
豆類、養魚池、

水田用魚、林
地、など

34，000 5，000 7，500 一

野　　　菜

この地域で
栽培できる
野菜（れんこ

ん、くわいを
含む）

29，000 5，000 7，500 一

加工用野菜
加工用のな
す、しろうり

に限る

29，000 5，000 7，500

　5，000
（バラ転作

の場合も）

れ
に
基
づ
き
転
作
を
進
め
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。

・
部
落
全
体
の
転
作
実
施
面
積
の
う
ち
、

四
割
以
上
の
面
積
で
団
地
を
作
り
、
定

着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
団
地
化
加
算
金

・
計
画
加
算
金
の
場
合
よ
り
、
さ
ら
に

大
き
な
規
模
の
団
地
を
進
め
よ
う
と
す

る
制
度
で
す
。

・
計
画
地
区
で
あ
っ
て
、
転
作
田
が
完

全
に
地
続
き
で
、
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
団
地
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
仙
田
地
区
は
○
．
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
以
上
の
団
地
を
集
め
て
、
団
地

の
面
積
の
合
計
が
計
画
地
区
の
転
作
面

積
の
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ
と
。
団
地

内
の
転
作
作
物
は
、
原
則
と
し
て
二
作

物
以
内
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
な

ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

「
き
之
．
一
季
f
し

協
四
月
か
ら
保
険
料
が

ね
　
　
五
千
二
百
二
十
円
に
な
り
ま
す

　
こ
の
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
定
額

保
険
料
が
、
一
か
月
五
千
二
百
二
十

円
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
い
ま
ま
で
ど
お
り

一
か
月
四
百
円
と
す
え
置
き
で
す
。

国
民
年
金
は
昨
年
も
物
価
ス
ラ
イ

ド
に
よ
っ
て
、
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

上
積
み
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
は
、
毎
年

物
価
の
変
動
に
応
じ
た
年
金
が
支
給

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
年
金

を
支
給
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全

な
年
金
財
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
現
在
一
か
月
八
千
二

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度

に
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
な
の
で
す
。

　
な
お
、
生
活
が
苦
し
い
な
ど
の
事

由
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納

付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、
役
場
の
年
金
係
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

百
円
く
ら
い
の
保
険
料
が
必

要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
加
入
者
の
急
激
な

負
担
増
を
避
け
る
た
め
、
昨

年
の
法
律
改
正
の
際
に
「
昭

和
五
十
七
年
四
月
か
ら
の
定

額
保
険
料
は
一
か
月
四
千
八

百
五
十
円
と
す
る
。
し
か
し
、

五
十
六
年
度
に
お
い
て
年
金

額
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
た

場
合
に
は
、
保
険
料
四
千
八

百
五
十
円
に
そ
の
ス
ラ
イ
ド

率
を
乗
じ
た
額
と
す
る
」
と

の
規
定
に
よ
り
、
改
定
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

国年雍ロ￥522◎

騨
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五
十
六
年
度
の
　
　
　
　
　
　
　
ク
タ
ー
ル
で
、
達
成
率
は
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま

　
　
転
作
達
成
率
は
一
〇
三
％
　
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
目
別
実
施
内
容
は
別
表
の

　
五
十
六
年
度
の
転
作
は
、
県
か
ら
の
　
　
よ
う
に
な
り
ま
す
。
飼
料
作
物
が
全
体

配
分
面
積
百
二
十
六
．
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
　
　
の
三
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
断
然
ト
ッ

に
対
し
、
実
施
面
積
は
百
三
十
・
六
ヘ
　
　
プ
で
し
た
。

しろうりの収穫作業

特

定

作
　
　
物

　十日町地域広域事務組合

◎・財政事情の公表
　　　　　　　昭和56年12月31日

／諺畔
尽　ゆ
　の飾π費炉
　⑳

転作面積

130，62£¢

79．08毘¢

（60．5殉

．／尽
　マ　　　　　　　の

　6　鹸》　Qq　　　　　　hず

　ロ
土地改良通年施行

昏噛㊨～の

驚
　　　／
永年性作物
　　1．10仇
　（0．8％）

　　　　　　転作作物の内訳

・特定作物　　　　　　1・一般作物等
　　・大　　豆11．13£¢：　・な　　す　　3．07擁
　　　　　　　　　　　　　ヨ　　・飼料作物5（L46勧i　・しろうり　　2．73勧
　　　　　　　　　　　　　じ　　・そ　　　ば17．49勧1　・れんこん　　4．304¢
　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　：・くわい　2．36肋
　　　　　　　　　　　　　じ・永年性作物　　　　　i　・その他野菜　　1．87勧
　　　　　　　　　　　　　ヨ　　・か　　　き　0．53る¢i　・た　ば　こ　　1．73毘¢
　　　　　　　　　　　　　し　　・く　　　り　α33勧i　・加工用青刈稲　　6・75勧

　　・その他果樹　　α24勧i　・林地、養魚ほか11．62勧

》

《
ク
～
多
ぞ
き
ξ
ξ
『
多
多
≧
魅
》
§
≧
奎
（
そ
〉
～
多
5
≧
・
婁
（
Y
ク
≧
7
、
萎
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
轟
朋
　
　
　
　
朋
　
　
　
　
　
況

昭和56年度各会計予算執行状況
　　　　　　　　　　　（単位：

　　　　　項目会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 58，818 47，237 80．31 44，172 75．10

合一祉セソター

醇　1会計 2，839 2，829 9965 1，498 52．77

編u場’計 3，235 3，239 100．12 2，058 63．62

計 64，892 53，305 82．14 47，728 82．14

昭和56年度市町村別負担金状況
　　　　　　　　　　　（単位：

　　会計

　　　分
市町・

一一般会計
総合福祉
セソター
特別会計
急辮 計 構成比

十日町市 27，434 174 705 28，313 47．99

川西町 9，115 111 146 9，372 15．89

津南町 12，424 1，745 244 14，413 24．43

中里村 6，677 137 84 6，898 11．69

合　　計 55，650 2，167 1，179 58，996 100．00

組合債の状況（単位二万円

目的（事業名） 金額 組合財産の状況
消防庁舎建設事業 8，319

消防施設整備事業 1，741 建　　　物 4，731．63ガ

騨轡セ箏藻 3，365 基金・公社債 10万円

と畜場整備事業 13，985 土　　　　地
所在市町村よ
り借地

計 27，410

組合財産の状

保
険
料
の

前
納
は
い
か
が
で
す
か

　
国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
納

し
ま
す
と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
月
々
の
手
間
も
省

け
て
便
利
で
す
。

　
今
年
も
、
保
険
料
の
前
納
希
望
を

取
り
ま
と
め
ま
す
。
昨
年
前
納
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
四
月
に
な

り
ま
す
と
一
年
分
の
令
書
を
お
届
け

し
ま
す
。
前
納
を
変
更
さ
れ
た
い
方
、

新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

三
月
二
十
日
ま
で
に
年
金
係
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
有
線
二
一
三
二
）

　
今
年
の
四
月
か
ら
は
保
険
料
が
月

額
五
千
二
百
二
十
円
に
な
り
ま
す
が
、

一
年
分
前
納
さ
れ
る
方
は
、
定
額
で

六
万
一
千
百
三
十
円
、
付
加
年
金
加

入
の
方
は
六
万
五
千
八
百
十
円
に
な

り
ま
す
。
前
納
割
引
は
四
月
中
に
全

額
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
の
み

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
納
以
外
の
方
は
、
四
月

分
か
ら
毎
月
納
付
に
な
り
ま
す
。

三
月
十
五
日
は
　
　
　
　
　
　
　
　
定
申
告
を
す
る
人
以
外
の

税
の
申
告
期
限
で
す
齢
い
縫
舗
噛
、
逢

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
所
得
税
、
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
が
、
も
う
お
済
み
に
な
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
税
務
署
は
、
期
限
が
迫
っ
て
く
る
こ

れ
か
ら
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
一

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
正
し
く
な
い

申
告
を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
ど
も

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
県
民
税
の
申
告
も
三
月
十

五
日
が
期
限
で
す
。
今
年
の
一
月
一
日

現
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
て
、
前
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の
確

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
で
給
与
支

払
報
告
書
が
勤
め
先
か
ら
役
場
へ
届
け

ら
れ
て
い
る
方
は
、
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

お気軽‘
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雪
が
少
な
く
、
過
ご
し
や
す
い
年
に

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
年
は
B
型
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
の
こ
と
。

予
防
は
、
ま
ず
、
う
が
い
、
手
洗
い
か

ら
で
す
。
も
し
も
風
邪
を
ひ
い
た
な
ら
、

早
め
に
医
師
か
ら
診
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
　
（
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

人
に
移
す
心
配
も
あ
り
ま
す
）

　
ま
た
、
暖
か
く
な
っ
て
く
る
と
“
な

だ
れ
”
の
危
険
が
増
し
ま
す
。
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
『

ひ
ょ
っ
こ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

凱
皇
関
が
訪
れ
る
　
㌧
、
一
月
＋
四
日
か
ら
は
春
場
所

　
　
　
力
始
ま
り
ま
す
が
、
健
闘
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
郷
土
出
身
力
士
」
と
し
て
、
み
ん

な
で
激
励
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

《
写
真
》
役
場
の
玄
関
先
で
パ
チ
リ

D
●
．

麟

灘
鑛螺

濃

な
羽
黒
山

壮

勇
滑
降

　
初
場
所
幕
下
で
勝
ち
越
し
、
晴
れ
て

十
両
入
り
し
た
十
日
町
市
出
身
の
凱
皇

（
か
い
お
う
）
関
が
故
郷
に
に
し
き
を

飾
り
ま
し
た
。

　
先
月
二
十
二
日
に
は
、
役
場
に
立
ち

寄
り
、
町
長
、
助
役
な
ど
と
歓
談
を
し

今
度
は
、
、
、
二
ひ
な
人
形

　
　
　
東
京
の
杉
下
さ
ん
か
ら

灘

　
一
年
ほ
ど
前
に
東
京
・
杉
並
区
に
お

住
い
の
杉
下
栄
子
さ
ん
か
ら
、
和
紙
で

作
っ
た
人
形
が
届
け
ら
れ
、
広
報
か
わ

に
し
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
、

　
高
さ
が
二
十
セ
ン
チ
、
幅
と
奥
行
き

が
そ
れ
ぞ
れ
十
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ

な
も
の
で
、
和
紙
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
雪
の
中
で
の
桃
の
節
句
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」
と
添
え
書
き
が
あ
り
ま
し

た
。

綱ダ0㌧！撫轍’“灘・・　一陣』’＼

町民スキー（距離）大会1琵2晃往長お色茜滑勇踵宴発参凌

　　　　　　　　　　　至な’杉て年ほか十降つかで集加　　声援もよろしく　　矯瓶翻齢毒爺豊麗寡荏
　　　　　　　　　　　　ばそ調し黒転たとのりきの所’
O期日　3月14日（日）　　　　なろにた山も人の優ま一りか四
◇会場川西中学校グランド，錫亘力逢触謬矯1骸夫

ε講繋鱒糞或艦雛』認1纂
◇競技種目　小学生（3、4年）男子1K、

　　　女舌1K　　　　楚　　　 覆呈　萎
　　　小学生（5、6年）男子3K、　　ン日

　　　女子2K　　ト嬉　　目催場　　　　　　　　　　　　　リ　　　中学生、高校生、一般男子　　1ス○　○争○○○町育悪川ま

　　　雛撫甥・難1灘館llで
この大会は、今年で5回目になりま　ま催技　ト　ん　チ会　はラ
す．ぜひ会場にお出かけのうえ、声援惣な摯寒巳　秘
のほうもよろしくお願いします。　　ロどリ競1、　保

　
先
月
二
十
一
日
、
千
手
の
羽
黒
山
で

町
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
ス
キ
ー
協
会
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
前
日
に
雨
が
降
り
開
催
が

　
　
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は

　
　
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和
に
な
り
ま
し

　
　
た
。

　
　
　
参
加
者
は
、
四
十
人
ほ
ど
で
し

　
　
た
。
集
合
場
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
地

　
　
点
ま
で
の
道
の
り
は
約
四
キ
ロ
。

　
　
汗
を
か
き
か
き
一
時
間
半
く
ら
い

　
　
か
か
っ
て
登
り
ま
し
た
。

　
　
　
滑
降
の
部
の
優
勝
タ
イ
ム
は
四

　
　
分
四
十
七
秒
と
の
こ
と
。
八
分
く

　
　
ら
い
か
か
っ
た
人
も
あ
っ
た
と
か
。

　
　
こ
の
ほ
か
回
転
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
長
年
、
羽
黒
山
で
こ
の
大
会
を

　
　
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
林
分
で
植

　
　
え
た
杉
が
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す

　
　
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
コ
ー
ス
も

　
　
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
込
シ
峯
げ
多
罎
蟹
覧

、、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

雪
上

レ
ケ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
三
月
十
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

　
　
　
　
　
ま
で

▽
会
　
場
　
川
西
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
悪
天
候
の
場
合
は
総
合
体

　
　
　
　
　
育
館

▽
主
催
町
と
教
育
委
員
会

▽
種
目
○
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
リ
レ
ー
、

　
　
　
　
　
○
幼
児
レ
ー
ス

　
　
　
　
　
○
ア
ベ
ッ
ク
か
ん
じ
き
競

　
　
　
　
　
争

　
　
　
　
　
○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
親
子
リ

　
　
　
　
　
　
レ
ー

　
　
　
　
　
○
雪
の
芸
術
競
技
　
な
ど

※
当
日
は
、
ス
キ
ー
協
会
主
催
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
も
あ
り
ま
す
。

　
　
、
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郵
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
に

加
入
の
皆
さ
ん
か
ら
払
い
込
ま
れ
た
保

険
料
や
掛
金
は
、
将
来
の
保
険
金
や
年

　
　
　
　
　
金
な
ど
の
支
払
い
に
備

「
飴

くりに役立っ

簡保・年金
脚
」

え
て
簡
保
資
金
と
し
て

積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。　
こ
の
資
金
は
、
皆
さ

ん
か
ら
お
預
り
し
て
い

る
財
産
で
す
か
ら
、
国

や
地
方
公
共
団
体
な
ど

に
融
資
し
、
地
域
発
展

の
た
め
の
施
設
、
例
え

ば
、
学
校
・
公
園
・
道

路
な
ど
の
建
設
に
利
用

さ
れ
、
豊
か
な
社
会
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
に
新
潟
県
や
県
内

の
市
町
村
に
融
資
さ
れ
た
総
額
は
、
百

七
億
九
千
万
円
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
郵
便
年
金

　
こ
の
た
び
、
新
郵
便
年
金
が
発
売
に

な
り
ま
し
た
。

　
年
金
の
種
類
は
、
年
金
受
取
開
始
時

か
ら
一
生
涯
年
金
が
受
け
取
れ
る
「
終

身
年
金
」
と
、
五
年
ま
た
は
十
年
の
期

間
一
定
の
金
額
が
受
け
取
れ
る
「
定
期

年
金
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
終
身
年
金
に
は
、
今
ま
で
の
年
金
に

は
な
い
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

①
基
本
年
金
の
額
は
年
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
複
利
で
毎
年
増
え
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
に
配
当
金
で
年
金
を
さ
ら
に
積
み
増

し
し
ま
す
。

②
十
五
年
の
保
証
期
間
中
（
七
十
歳
支

払
開
始
の
場
合
は
十
年
）
は
、
年
金
受

取
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
継

続
受
取
人
（
ご
遺
族
な
ど
）
に
年
金
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

③
掛
金
の
払
込
期
間
は
最
長
二
十
年
、

　　町行造林作業班員
　町行造林作業班員の募集を次により行って

います。

①募集人員　男子50人

②条　　件　チエンソー・刈払機の操作がで

　きる人で健康な人

③従事期間　57年4月20日～11月20日の予定

④申し込み　健康診断書1通、自動車運転免

　許所有者は免許証、それに印鑑を持参して

　産業課林業係へ申し込みください。

⑤締め切り　3月25日まで

⑥その他短期雇用保険、労働災害適用の

　制度があります。

◎採用については、選考のうえ4月10日まで

　に各人に通知します。

最
短
三
年
で
す
。
年
金
支
払
開
始
年
齢

も
、
五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、

七
十
歳
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
設
計
に

合
わ
せ
て
選
べ
ま
す
。

　
将
来
の
生
活
設
計
は

　
　
　
　
　
簡
易
保
険
で

　
簡
易
保
険
は
、
　
「
万
一
の
場
合
や
ケ

ガ
、
病
気
に
対
す
る
保
障
を
得
な
が
ら
、

将
来
必
要
と
す
る
資
金
の
貯
蓄
が
可
能

で
あ
る
こ
と
」
、
　
「
加
入
と
同
時
に
目

標
額
が
確
保
で
き
る
」
な
ど
か
ら
、
長

期
の
生
活
設
計
に
最
適
と
い
え
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

十
日
町
高
校
定
時
制
中
心
校
で

第
二
次
生
徒
募
集

●
募
集
人
員
　
普
通
科
第
一
学
年
　
若

　
干
名

●
願
書
受
付
　
三
月
十
九
日
か
ら
二
十

　
三
日
ま
で

●
出
願
手
続
　
入
学
願
書
・
調
査
書
、

　
そ
れ
に
県
収
入
証
紙
三
百
五
十
円

　
（
検
査
料
）
を
添
付
し
、
出
身
中
学
校

　
長
を
経
て
、
十
日
町
高
等
学
校
長
へ

提
出

●
入
学
試
験
日
　
三
月
二
十
四
日
（
中

心
校
で
）

●
試
験
科
目
国
語
・
数
学
・
英
語
、

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
高
校
定
時
制
中

心
校
（
8
0
二
五
七
五
－
二
ー
三
五
七

五
、
三
五
七
六
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ノ

わ
し
の
　
　
　
糠

　
　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
謡
噸

嘉
鴬
彊
蒙
鐘
壕
湾
愚
聯
縛
嘉
遜
器
驚

「
働
く
姿
」
を
墨
で
描
く

　
　
　
新
町
新
田

　
　
　
　
　
桑
原
朝
二
さ
ん

　
　
「
水
墨
画
の
コ
ッ
は
子
供
の
こ
ろ

　
に
お
寺
の
住
職
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。

　
基
本
を
身
に
付
け
た
の
は
、
二
士
二
、

　
四
歳
の
こ
ろ
新
潟
に
行
っ
て
い
た
と

　
き
で
す
」

　
　
桑
原
さ
ん
の
水
墨
画
は
、
描
き
続

　
け
て
五
十
年
と
い
う
年
季
の
入
っ
た

　
も
の
で
あ
る
。

　
　
「
四
、
五
年
く
ら
い
前
か
ら
時
間

　
に
余
裕
が
で
き
、
じ
っ
く
り
絵
を
描

　
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
水
墨
画
は
、
年
賀
状
、
色
紙
、
掛

　
け
軸
な
ど
幅
広
く
描
か
れ
て
い
る
。

　
桑
原
さ
ん
は
、
絹
地
や
麻
紙
を
使
っ

　
て
い
る
が
、
絹
地
は
長
岡
ま
で
行
か

　
な
い
と
手
に
入
ら
な
い
そ
う
で
あ
る
。

　
　
水
墨
画
の
コ
ッ
は
、
濃
淡
を
つ
け

　
る
こ
と
と
ボ
カ
シ
と
の
こ
と
。
下
絵

　
の
線
は
消
え
な
い
の
で
、
そ
の
上
に

　
水
を
引
き
、
五
分
く
ら
い
た
っ
て
か

　
ら
ハ
ケ
で
な
ぜ
な
が
ら
染
み
込
ま
せ

　
る
。
絹
地
は
乾
く
の
が
遅
い
た
め
、

　
描
き
上
げ
る
ま
で
に
は
そ
う
と
う
な

時
間
が
必
要
で
あ
る
。

〈
お
わ
び
〉

　
　
「
年
に
二
十
枚
く
ら
い
描
き
ま
す

が
、
人
に
や
っ
て
は
喜
ば
れ
て
い
ま

す
」
　
桑
原
さ
ん
は
、
山
水
画
の
ほ
か
動

物
や
農
作
業
の
絵
を
好
ん
で
描
く
。

　
　
「
働
く
人
の
表
情
は
難
し
い
で
す
。

昔
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
描
い
て

い
る
の
で
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
年
を
と
っ
た
方
に
聞
い
て
き
ま
す
」

　
写
真
の
肥
引
き
の
絵
の
“
つ
ま
掛

け
”
も
見
て
も
ら
っ
た
と
の
こ
と
。

　
　
「
こ
れ
か
ら
も
昔
の
農
作
業
の
絵

を
中
心
に
、
働
く
姿
を
描
い
て
い
き

た
い
で
す
」
。
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

た
。
　
桑
原
さ
ん
は
、
つ
り
ぼ
り
”
大
漁
、

堤
”
の
あ
る
じ
で
も
あ
る
。

つ
い
た
て
の
コ
イ
が
は
ね
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
号
こ
の
欄
で
下
平
田
中
俊
雄
さ
ん
は
下
原
の
誤
り
で
し
た
。
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灘
囎
，

農業用軽油

　免税証の交付

　農業用軽油の免税証交付を次の

とおり行います。該当される方は

必ず当日交付を受けてください。

◎交付日時　3月26日（金）

　　　　　　午前10時～午後3時

◎交付場所　川西町役場

◎必要書類

　①印鑑（共同申請の場合は全員

　　のものが必要）

　②耕作面積証明書（農業委員会

　　で証明）

　③使用機械の証明書（所有証明、

　　借用証明）または納品書など

　　の写し（カタログを持参）

　◎その他　申請用紙は十日町財

　務事務所にあります。なお、継

　続して申請されるときは、この

　ほかに免税軽油使用者証をお持

　　ちください。
＼し

泌騨　ぐ『鞠㌦凱瞬｝領｛猶購綴騨急

》

ζ
多
そ
多
そ
§
5
多
多
ζ
曹
多
き
≧
≧
ξ
≧
》
＞
》
（
そ
ラ
＼
～
≧
ぐ
ぞ
気
え

く
み
取
り
料
改
定

　
　
　
十
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
四
十
三
円

　
し
尿
の
く
み
取
り
料
が
四
月
一
日
か

ら
十
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
四
十
三
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、
三
十
九
円
で
す
が
、
諸
経

費
の
値
上
が
り
の
た
め
、
や
む
を
え
ず

改
定
を
す
る
も
の
で
、
今
後
も
、
業
者

の
責
任
体
制
の
確
立
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
衛
生
施
設
組
合
）

民
生
委
員
の
交
替

　
中
村
平
作
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
高

橋
富
二
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
　
（
担

当
地
区
・
大
白
倉
）

　
　
　
　
，
’

　山野田地内の宅地分譲地が、も

　う2区画あります。先着順に決め

ますので、ご希望の方は早めにお

申し込みください。

◎町営山野田住宅前

　　山野田380－39473．91㎡498万円

◎サージタンク先

　　山野田380－63523．09㎡523万円

＊お問い合わせ、申し込み先

　川西町役場企画室
　　（奮8－3111．有線2122）　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　」’
！　　　　　　　、L一　　’【コr

午後4時ま噺田離ノ

次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
羽
鳥
一
郎
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二
万

　
円
※
押
木
英
一
さ
ん
（
発
電
所
通
西
）
か

　
ら
二
万
円

※
上
村
専
蔵
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
三
万

　
円

囹
老
人
福
祉
の
た
め
に
と

※
相
崎
克
巳
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら
二

　
万
円

囹
な
か
ま
の
家
建
設
・
運
営
資
金
に
と

※
戸
田
禎
一
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
五
万

　
円

惣鱒弊’〆悔畠・魍』＞｝』ウ「撫叡

血
は
ー
：

　
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
！

麺、編…漂，…，…嚢，、、蹄す

野田の宅地分譲地

驚彌
喪、1　　　　　軽麟幽

　
「
県
民
の
血
液
は
県
民
の
献
血
か
ら
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
今
年
も
献
血
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
で
も
、
　
「
町
民
の
血
液
は
町

民
の
献
血
で
」
を
目
ざ
し
、
別
表
の
よ

う
に
採
血
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
川
西
高
校
、
ジ
ャ
ル
コ
、

大
和
伸
管
か
ら
の
協
力
も
い
た
だ
き
、

目
標
の
四
百
八
十
一
人
に
対
し
、
七
百

九
十
六
人
の
方
か
ら
ご
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
か
ら
、
献
血
結
果
が
血
液
セ
ン

タ
ー
よ
り
直
接
献
血
さ
れ
た
方
、
貧
血

検
査
を
さ
れ
た
方
に
届
け
ら
れ

ま
す
。

　
献
血
は
、
人
の
生
命
を
救
う

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
健
康
状

態
を
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も

な
り
ま
す
。
継
続
し
た
献
血
が

で
き
れ
ば
健
康
管
理
に
も
な
り
、

会
社
で
あ
れ
ば
健
康
管
理
台
帳

に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
最
寄
り
の

会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

56年度の献血結果

今年の採血予定

期　日 時　　　　　　間 会　場

4月1日 午前10：0（卜）12：00、午後1：00～3：00 総合センタ。

6月　3日
午前10：00～12：00 橘出張所

午後1：00～　3：00 上野連絡所

7月12日 午前10：0（卜）12：00、午後1：00～3：00 総合セソタ。

10月21日 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃 克雪セソター

11月2日 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　〃 総合セソター

　　　　　不適格　　＼
　　　　　者数

　　　　　102人
　　AB型・3％　A型
採　　87人

　　　11％　　　　　　献血協力　　266人
血　　　　　者数　　　　33％
　　　0型　　　796人

更数1蹟含1il罪ノ

694人87％
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こ
の
冬
、
川
西
町
か
ら
農
業
委
員
会
を
通
し
て
出

稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る
方
は
百
二
十
人
。
仙
田
地
区
が

九
十
五
人
、
そ
の
う
ち
白
倉
の
方
は
五
十
三
人
と
の

こ
と
で
す
。

　
以
前
は
、
出
稼
ぎ
と
い
う
と
、
な
ん
と
な
く
暗
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
今
で
は
、
雪
に
お
お
わ
れ
仕
事
が
な
く

な
る
期
間
、
働
き
盛
り
の
方
た
ち
が
雪
の
な
い
と
こ

ろ
へ
仕
事
を
求
め
て
行
く
、
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
勤
め
先
も
毎
年
同
じ
と
こ
ろ
と

い
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
留
守
を
あ
ず
か
っ
て
い
る
家
族
た
ち
も
、
電
話
で

い
つ
で
も
話
せ
ま
す
し
、
交
通
の
便
も
よ
く
な
り
、

急
な
用
事
が
で
き
た
場
合
は
い
つ
で
も
帰
れ
る
状
態

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
家
族
が
離
れ
て
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

は
、
相
当
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
子
供
た
ち
は
帰

　
　
　
　
　
っ
て
く
る
日
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て

　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
・
　
　
　
　
白
倉
小
学
校
の
児
童
会
で
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

雪合戦の相手は先生です

ほ
ど
出
稼
ぎ
文
集
．
白
い
雪
”
を
作
り
、

出
か
せ
ぎ
に
行
っ
て
い
る
お
父
さ
ん
た

ち
に
送
り
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
、
授

業
時
間
に
手
紙
を
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
郵

送
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
文
集
は
、
二
十
六
人
の
児
童
全
員
と

先
生
方
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
文
も
載
っ

て
い
ま
す
。
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
な
い

家
の
児
童
た
ち
は
、
冬
の
食
べ
物
の
保

存
方
法
な
ど
を
調
べ
書
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
二
編
紹
介
し
ま
す
。

◎
出
稼
ぎ
中
の
皆
さ
ん
、
引
き
続
き
安

全
作
業
に
お
励
み
く
だ
さ
い
。

一一一。。一一’。一〇。一’一一一。一一一一。一一一一一一一一一一一。一一一〇。。鱒o一一一一一一一一・一一一。一一一〇鱒鱒oo。一〇一一。一囎一〇〇一ロD一一鴨一一一。一〇〇■．。

お父さんへ

二
年
中
村
純
恵

　
お
父
さ
ん
、
げ
ん
気
で
す
か
。
わ
た
し
も
げ
ん
気

で
す
。
お
父
さ
ん
は
バ
ケ
ッ
を
な
ん
こ
つ
く
り
ま
し

た
か
。
お
父
さ
ん
は
早
く
い
え
に
帰
り
た
い
で
す
か
。

わ
た
し
は
早
く
帰
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
お

父
さ
ん
は
い
え
と
大
さ
か
は
ど
っ
ち
が
す
き
で
す
か
。

わ
た
し
は
い
え
が
い
い
で
す
。
ど
う
し
て
大
さ
か

が
き
ら
い
だ
と
い
う
と
、
ビ
ル
や
こ
う
じ
ょ
う
が
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
、
い
え
は
草
や
木
や
雪
が
あ

る
か
ら
い
い
の
で
す
。
か
っ
て
き
て
ほ
し
い
も
の
は

え
ん
ぴ
つ
と
キ
ャ
ッ
プ
で
す
。
お
父
さ
ん
、
が
ん
ば

っ
て
ね
。
わ
た
し
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

父ちゃん

六
年
江
　
ロ
俊
博

　
ぼ
く
の
父
ち
ゃ
ん
は
、
十
五
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
冬

に
な
る
と
出
か
せ
ぎ
に
行
き
ま
す
。
だ
か
ら
父
ち
ゃ

ん
は
、
ぼ
く
が
生
ま
れ
る
三
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
出
か

せ
ぎ
に
行
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
父
ち
ゃ
ん
は
毎
年
十
一
月
ご
ろ
に
東
京
の
ヨ
ネ
ザ

ワ
せ
い
か
と
い
う
会
社
で
、
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
車
で
か
く
店
に
は
こ

ぶ
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
父
ち
ゃ
ん
は
、
車
の
う
ん
て
ん
を
し
て
い
る
の
で
、

ニ
ュ
ー
ス
で
事
故
が
で
る
と
い
つ
も
母
ち
ゃ
ん
は
心

配
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
き
ょ
年
よ
り
積
雪
が
す
く
な
く
、
ま
だ
ニ

メ
ー
ト
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
屋
根
の
雪
ほ

り
も
三
、
四
回
し
か
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
雪
ほ
り
の

回
数
が
す
く
な
く
て
も
、
や
っ
ぱ
り
二
人
で
大
き
い

屋
根
を
ほ
る
の
は
つ
か
れ
ま
す
。
つ
か
れ
た
う
え
に

小
屋
の
雪
ほ
り
を
す
る
の
で
も
っ
と
も
っ
と
つ
か
れ

ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
ん
な
と
き
父
ち
ゃ
ん
が
出
か
せ
ぎ
に
い

っ
て
い
な
い
家
は
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
父
ち
ゃ
ん

が
い
れ
ば
、
雪
ほ
り
も
そ
ん
な
に
く
ろ
う
し
な
い
か

ら
で
す
。

　
で
き
れ
ば
、
出
か
せ
ぎ
が
な
く
な
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
こ
が
近
い
所
で
は
た
ら
け
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
父
ち
ゃ
ん
も
、
ぜ
っ
た
い
出

か
せ
ぎ
に
行
き
た
く
な
い
は
ず
で
す
。

　
で
も
あ
と
す
こ
し
で
父
ち
ゃ
ん
が
か
え
っ
て
く
る

の
で
ぼ
く
と
弟
は
た
の
し
み
に
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
、
父
が
毎
年
出
か
せ
ぎ
に
行
く
の
を
、

し
か
た
が
な
い
も
の
と
、
あ
き
ら
め
て
い
ま
す
。
父

の
留
守
の
間
は
、
な
ん
や
か
ん
や
と
手
伝
っ
て
く
れ

ま
す
。
と
く
に
雪
ほ
り
は
、
た
す
か
り
ま
す
。
父
の

留
守
の
間
は
一
人
二
や
く
。

　
よ
い
子
の
と
き
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
父
の

代
や
く
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
だ
め
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
母
文
代
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バ
ラ
ン
ス
の

　
　
と
れ
た
食
事

　
栄
養
の
過
不
足
は
、
す
ぐ
に
は
症

状
と
し
て
現
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
痛
み
も
か
ゆ
み
も
な
い
の
で

相
当
進
行
し
て
疾
病
状
態
に
な
っ
て

か
ら
気
づ
く
の
が
特
色
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
栄
養
素
を
総
合
的
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
基
本
は

三
度
の
食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
私
た
ち

鰯霧
　
　
覇

　
　
・
●
”
璽

響

辮
潮

交
ヒ

礪

雛雛
騨罐

珍　
ぞ
よ
審

無
籔
・

多
勿～＼

一
／

グざ

の
周
り
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

食
品
が
あ
り
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
る
栄
養
素
も
千
差
万
別
で
す
。
し

か
し
、
一
品
で
全
部
の
栄
養
素
を
備

え
た
完
全
な
食
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

献
立
を
す
る
と
き
、
そ
の
食
品
の
成

分
や
特
性
を
よ
く
知
っ
て
、
数
多
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
栄
養

素
の
偏
り
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
栄
養
素
を
大
別
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

・
一
群
主
に
た
ん
ぱ
く
質

・
二
群
主
に
カ
ル
シ
ウ
ム

・
三
群
　
有
色
野
菜
（
ビ
タ
ミ
ン
A
、

　
　
　
　
ミ
・
不
ラ
ル
）

・
四
群
　
淡
色
野
菜
（
ビ
タ
ミ
ン
C
、

　
　
　
　
ミ
ネ
ラ
ル
）

・
五
群
　
穀
類
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
）

．
六
群
　
油
脂
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
）

　
こ
れ
ら
六
つ
の
基
礎
食
品
を
毎
日

組
み
合
わ
せ
て
食
べ
れ
ば
、
必
要
な

栄
養
素
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
前
号
を
も
う
一
度
読
み
な
お
し
、

食
生
活
の
自
己
診
断
を
や
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
も
う
一
つ
の
方
法
と
し

て
は
、
一
日
の
う
ち
調
味
料
の
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
な
ど
も
含
め
、
食
べ
た
も

の
何
で
も
数
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
朝
食
べ
た
食
品
は
次
か
ら

数
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
う

し
て
総
計
で
三
十
種
以
上
あ
れ
ば
理

想
的
で
す
。

骸
蓼
葛
き
き

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
蓼
骸
骸
骸
骸
骸
骸
駿
骸
笛

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

木丸北野丸高
村山村澤山橋

葬　一真佳広隼　樹吾代哲道
定
一
郎
長
男
　
神
社
町

泰
雄
　
長
男
新
町
新
田

誠
一
長
女
野
口

英
也
長
男
朝
日
町

賢
一
　
長
男
新
町
新
田

恭
一
　
二
男
　
中
仙
田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

中
村
福
治
郎
　
　
坪
　
山
　
　
六
八

中
嶋
ぬ
け
子
　
　
上
　
野
　
　
七
〇

←歓

盗騰
、
．
．
■

、
，
・

　奮

俳捗

壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

春
め
く
や
四
温
と
思
う
日
が
続
き

桃
一
枝
買
っ
て
訪
づ
る
雛
の
家

軒
下
に
大
き
な
穴
や
雪
雫

猫
の
目
の
細
き
日
向
の
日
脚
の
ぶ

　
　
在
小
千
谷
療
養
所
　
小
川
　
益
栄

雪
道
や
傘
か
た
む
け
て
よ
け
合
う
て

門
灯
の
小
さ
き
輪
に
降
る
粉
雪
か
な

雪
深
き
小
家
の
あ
か
り
恋
う
夜
か
な

雪
明
り
し
て
ほ
の
白
き
日
暮
れ
か
な

押
木
　
信
治
　
　
発
電
所
通
　
七
八

富
井
　
與
作
　
　
上
　
野
　
　
八
○

新
し
い
嘱
託
員

…
…
③
（
警
略
）

【
仙
田
地
区
】

○
中
仙
田
．
南
雲
辰
雄
、
○
室
島
・
桑

原
要
雄
、
○
小
脇
・
斎
木
定
夫
、
○
高

倉
．
高
橋
壮
六
、
○
藤
沢
・
佐
藤
直
春
、

○
田
戸
．
高
橋
三
代
治
、
○
越
ケ
沢
・

川
崎
正
夫
、
○
赤
谷
・
登
坂
久
治
、
○

岩
瀬
・
登
坂
洋
二
、
○
大
倉
・
中
條
与

作
、
○
大
白
倉
・
桐
生
征
之
助
、
○
小

白
倉
・
田
中
武

怯
　　’蟹

8騨o．

　し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

手
を
引
い
て
風
花
を
ゆ
く
親
子
か
な

雪
汚
れ
目
立
ち
日
々
春
ら
し
き

軒
氷
柱
窓
に
映
れ
る
月
の
影

と
び
と
び
の
畦
木
の
根
元
陽
炎
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
　
　
M
　
子

如
月
の
上
弦
の
月
村
眠
る

菅
笠
を
晒
せ
し
雪
の
跡
ま
ど
か

せ
・
ら
ぎ
の
雪
間
の
土
手
の
下
萌
え
て

春
め
く
や
け
ら
打
つ
音
に
目
覚
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

あ
の
峰
が
雪
崩
れ
ば
春
の
近
し
と
か

山
低
き
埼
玉
に
入
り
麦
踏
め
る

晒
し
縄
結
び
し
梅
の
芽
の
か
た
く

豆
ま
き
の
内
弁
慶
の
鬼
な
り
し

鮮鰐喪鞭鞭鞭著藩ズ轄耀お孝
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　を
堂2月の交通事故発生件数雀
ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．～　　　　　　　　　　　　　．　　？
’。　　　　　　　　累計　？
2件　数0（1）0（2）苓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

駕傷　者0（2）0（3）季
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの

2死　者0（o）0（o〉÷
‡酒よい0（1）0（2）…
…酒気おび0（1）0（2）寧

尋　　（）内は前年比較　　？
の　　　　　　　　　　　　　　　サ
亀轄轄轄輯裾轄鰯輔輔茎

心
配
ご
と
相
談

●
3
月
17
日
・

●
3
月
24
日
・

●
3
月
31
日
・

●
4
月
7
日
・

●
　
●
　
●
　
●
　
●

●
　
●
　
●
　
●
　
O

●
　
●
　
●
　
●
　
●

O
　
●
　
●
　
●
　
●

…
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
総
合
セ
ン
タ
i

…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
上
野
連
絡
所

鳶
蒼
．
≧
済
藝
繋
愚
壌
凶
萎
鮨
簿

「
評
」

　
三
日
寒
い
日
が
続
く
と
あ
と
四
日
位

温
い
日
が
あ
る
と
い
う
よ
う
に
寒
暖
の

変
化
の
周
期
が
現
れ
る
こ
と
を
三
寒
四

温
と
い
う
が
、
第
一
句
は
そ
の
四
温
に

あ
た
る
や
や
暖
か
い
日
に
作
者
は
春
め

い
て
来
た
な
あ
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

四
温
の
多
き
日
が
続
き
、
で
は
な
く

「
四
温
と
思
ふ
日
」
と
い
う
こ
と
で
作
者

の
気
持
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

又
、
如
月
の
上
弦
の
冴
え
村
眠
る
、
の

原
句
は
如
月
の
月
と
言
わ
な
け
れ
ば
判

り
に
く
か
ろ
う
。
旬
を
読
ん
で
み
て
意

味
が
よ
く
通
じ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

推
敲
の
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。


